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苦
学
生
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

苦
学
生
は
、
教
育
社
会
学
者
の
竹
内
洋（
３
）が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
明
治

中
期
に
故
郷
の
地
縁
血
縁
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
就
学
す
る
「
庇
護
型
苦

学
」
か
ら
、
独
立
独
歩
労
働
に
よ
り
生
活
と
進
学
を
行
う
「
裸
一
貫
型
苦

学
」
が
一
般
化
し
、
量
的
に
拡
大
、
移
行
し
て
い
っ
た
。
苦
学
生
の
存
在
が

東
京
な
ど
大
都
市
で
問
題
視
さ
れ
始
め
た
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
一
般
に
苦

学
生
と
い
え
ば
、「
労
働
力
役
に
依
り
て
自
己
の
衣
食
を
支
へ
な
が
ら
、
其

の
余
暇
を
以
て
学
業
を
修
め
ん
と
す
る
者（
４
）」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
「
裸
一
貫
型
苦
学
」
は
体
力
・
知
力
を
必
要
と
し
た
た
め
成
功
は
容
易
で

は
な
く
、
そ
の
挫
折
が
問
題
視
さ
れ（
５
）、

さ
ら
に
民
衆
騒
擾
や
政
治
運
動
へ
の

動
員
が
、
勤
勉
節
約
（「
通
俗
道
徳
」）
に
対
す
る
、
飲
む
・
打
つ
・
買
う
と

い
う
（「
男
性
」
性
に
よ
る
「
対
抗
文
化
」
の
）
論
理
と
と
も
に
顕
在
化
し

て
い
た（
６
）。

　

大
正
時
代
の
苦
学
に
つ
い
て
は
、
右
の
特
徴
を
持
ち
つ
つ
も
、
苦
学
が
農

村
の
青
少
年
に
と
っ
て
「
立
身
出
世
」
に
つ
な
が
る
民
衆
倫
理
と
化
し
て
拡

大
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
都
市
化
に
よ
る
会
社
や
工
場
、
商
店
な
ど
の

労
働
市
場
の
拡
大
が
こ
れ
を
吸
収
し
た
こ
と（
７
）、
他
方
で
植
民
地
支
配
の
過
程

　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
課
題
は
、
大
正
時
代
の
東
京
に
お
け
る
苦
学
生
活
と
支
援
の
実
態

を
捉
え
る
と
と
も
に
、
日
本
大
学
の
苦
学
生
が
結
成
し
た
日
本
苦
学
生
同
盟

会
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
の
教
育
制
度
は
、「
学
校
令
」
以
降
、
中
学
校
を
経
由
し
て
、

高
級
官
僚
や
各
界
の
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
官
立
帝
国
大
学
―
高
等
学
校
の

進
路
、
高
級
技
術
者
を
養
成
す
る
各
種
官
公
立
専
門
学
校
や
日
本
大
学
を
含

む
私
立
法
律
学
校
、
さ
ら
に
教
員
養
成
学
校
と
し
て
の
高
等
師
範
・
女
子
高

等
師
範
学
校
と
い
う
「
立
身
出
世
」
に
い
た
る
「
学
歴
社
会
」
を
形
成
し
て

き
た（
１
）。

　

こ
れ
ら
の
高
等
教
育
機
関
に
進
学
す
る
た
め
に
は
多
額
の
学
費
が
必
要
で

あ
っ
た
が
、
官
立
学
校
で
は
育
英
事
業
の
整
備
と
低
授
業
料
政
策
が
と
ら

れ
、
軍
関
係
、
商
船
や
電
信
、
高
等
師
範
・
女
子
高
等
師
範
な
ど
で
は
、
卒

業
後
一
定
期
間
既
定
の
公
的
機
関
に
奉
職
す
る
こ
と
を
前
提
に
学
費
な
ど
が

免
除
さ
れ
る
規
定
が
あ
っ
た（
２
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
受
給
者
は
わ
ず
か
で
あ

り
、「
立
身
出
世
」
を
め
ざ
し
な
が
ら
も
、
生
家
の
資
力
や
理
解
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
青
年
た
ち
の
中
に
は
、
働
き
な
が
ら
学
業
を
修
め
た
、
い
わ
ゆ
る

町　

田　

祐　

一

大
正
時
代
の
東
京
に
お
け
る
苦
学
生
活
と
支
援
、
日
本
苦
学
生
同
盟
会
に
つ
い
て
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苦
学
生
は
都
市
社
会
に
一
定
数
存
在
し
て
い
た
と
は
い
え
、
政
府
や
行
政

に
よ
る
体
系
的
な
社
会
調
査
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
苦
学
案
内
書
や

経
験
者
の
手
記
し
か
手
が
か
り
が
な
い
。
ま
た
、
支
援
団
体
の
資
料
も
体
系

的
に
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
活
動
実
態
は
不
明
な
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
今
回
、
支
援
団
体
に
関
し
て
は
、
日
本
大
学
の
学
生
井
口
唯
志

が
結
成
し
た
日
本
苦
学
生
同
盟
と
い
う
、『
日
本
大
学
百
年
史
』
を
は
じ
め
、

研
究
史
上
記
述
の
な
い
団
体
の
貴
重
な
一
次
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
稿
で
は
後
半
に
こ
の
紹
介
を
行
い
、
当
該
時
期
の
特
徴
を
示
す
事
例

と
し
た
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
以
上
の
課
題
に
対
し
て
、
第
一
次
大
戦
前
の
東
京
に
お

け
る
苦
学
生
の
「
労
働
と
生
活
」
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
大
正
後
期
に
か

け
て
の
「
公
私
の
支
援
」
の
実
態
と
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

日
本
大
学
の
苦
学
生
が
設
立
し
た
日
本
苦
学
生
同
盟
を
新
出
史
料
か
ら
紹
介

し
、
当
該
時
期
の
団
体
と
と
も
に
位
置
付
け
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
大
正

期
の
苦
学
生
活
と
支
援
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

　

使
用
す
る
史
料
は
、
従
来
の
研
究
で
も
用
い
ら
れ
て
き
た
苦
学
案
内
書
や

学
校
案
内
書
、
近
年
復
刻
が
進
ん
だ
各
種
苦
学
団
体
の
機
関
紙
、
東
京
府
下

で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
・
雑
誌
、
苦
学
生
本
人
の
著
作
や
回
想
録
な
ど
、

現
時
点
で
入
手
可
能
な
史
料
を
幅
広
く
用
い
た
。
な
お
、
史
料
引
用
中
旧
字

は
原
則
新
字
に
変
更
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　

一　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
苦
学
生
の
「
労
働
と
生
活
」

　

一
九
一
〇
年
代
初
頭
、
大
戦
景
気
の
影
響
も
あ
っ
て
苦
学
生
は
減
少
し
た

で
三
・
一
独
立
運
動
に
対
す
る
日
本
政
府
の
融
和
政
策
の
中
で
、
在
日
朝
鮮

人
苦
学
生
に
対
し
て
「
内
鮮
融
和
」
と
連
動
し
た
寄
宿
舎
建
設
な
ど
の
支
援

が
限
定
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（
８
）。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
、
都
市
に
お
け
る
苦
学
生
の
「
労
働
と
生
活
」
の
変
化
は
明
瞭
で

は
な
く
、
育
英
事
業
や
民
間
の
苦
学
生
支
援
団
体
と
い
っ
た
「
公
私
の
支

援
」、
一
方
で
の
営
利
事
業
に
よ
る
搾
取
と
い
っ
た
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
の
東
京
の
苦

学
生
の
「
労
働
と
生
活
」
の
実
態
、
各
官
立
学
校
な
ど
の
育
英
事
業
の
概
要

と
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
民
間
の
様
々
な
人
々
に
よ
る
私
的
な
「
個
人
的
救

済
」
の
実
態
を
新
聞
『
萬
朝
報
』
な
ど
か
ら
分
析
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
苦
学

生
支
援
を
う
た
っ
た
個
人
や
団
体
に
よ
る
搾
取
を
伴
っ
た
事
業
、
自
力
救
済

に
よ
る
苦
学
達
成
の
限
界
か
ら
、
奨
学
金
制
度
な
ど
の
「
社
会
的
救
済
」
が

必
要
で
あ
る
と
問
題
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
大
正
時
代
中
期
に

か
け
て
は
、
専
門
学
校
入
学
試
験
制
度
改
革
の
請
願
、
社
会
運
動
な
ど
自
助

努
力
以
外
の
支
援
に
よ
る
「
社
会
的
救
済
」
が
促
さ
れ
て
い
っ
た
変
化
を
指

摘
し
て
き
た（
９
）。

　

た
だ
し
、
大
正
中
期
か
ら
大
正
後
期
に
か
け
て
の
苦
学
生
生
活
の
変
化
に

は
ふ
れ
ら
れ
ず
、
戦
後
恐
慌
や
原
敬
内
閣
に
お
け
る
高
等
教
育
拡
張
政
策
後

の
社
会
的
位
置
づ
け
の
変
化
、
ま
た
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
風
潮
の

中
で
の
苦
学
生
支
援
団
体
な
ど
の
動
向
を
含
め
た
検
討
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
大
正
期
の
苦
学
生
の
「
労
働
と
生
活
」、「
公
私
の
支
援
」
の
変

化
と
活
動
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
次
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
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が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
戦
後
恐

慌
後
、
苦
学
生
は
再
び
増
加
し
た
。
個
人

的
に
苦
学
生
の
面
倒
を
見
て
い
た
作
家
の

村
上
浪
六
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
九

〜
一
九
二
二
年
三
年
間
の
平
均
は
一
三
万

人
前
後
で
、
こ
の
う
ち
明
確
な
目
的
と
意

志
を
持
っ
た
苦
学
生
は
六
〜
七
万
人
で
、

「
健
全
に
終
始
一
貫
す
る
も
の
」
は
三
万

人
前
後
で
あ
る
と
し
て
い
る）
10
（

。

　

こ
の
背
景
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
か

け
て
、
大
戦
景
気
を
背
景
に
し
た
一
九
一

八
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
高
等
学
校
・

帝
国
大
学
が
増
設
さ
れ
、
従
前
よ
り
も
高

等
教
育
機
関
へ
の
進
学
が
開
か
れ
た
と
と

も
に
、
こ
の
世
代
の
青
少
年
は
、
教
育
を

自
己
形
成
の
要
素
と
し
て
都
市
へ
の
関
心

や
社
会
的
上
昇
志
向
が
強
く
、
農
村
の
既

存
秩
序
か
ら
も
比
較
的
自
由
な
世
代
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る）
11
（

。

　

た
だ
し
、
進
学
機
会
の
増
加
と
苦
学
の

「
労
働
と
生
活
」
の
充
実
度
は
比
例
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
頃
の

学
費
と
生
活
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
【
表
１
】

【表１】大正期の自炊苦学生活費の変化（単位は銭）

主食費 室代 月謝 副食物 薪炭油 草鞋 湯銭 散髪 合計
1911（明治44）年 250 150 300 150 100 ― ― ― 1000

1916（大正５）年 200 300 300 350 100 100 1350

1925（大正14）年 1200～
1500

1200～
1500

― ― ― ― ― ― 2400～
3000

※ 苦学研究会編『新苦学学校職業案内』（弘文堂、1911年）、深海豊二『立志成功苦学の裏面』（須原啓興社、1916年）、森山正雄『東
京自活勉学法』（啓文社、1925年）より筆者が摘記して作成。

【表２】大正期苦学生の代表的職業と収入
大正中期 大正後期

職業 収入 実働時間 収入 実働時間
筆耕（写字生） １日30～40銭 １日 １ヶ月22～23円 記載なし
点灯夫 １日35～50銭 朝６、７～10時、夕方 記載なし 記載なし
印刷所運転手 １日30～50銭 記載なし 記載なし 記載なし
印刷製本（紙挿し） １日30～51銭 記載なし １日50～60銭、２円50銭 記載なし
雑役夫 １日30～52銭 記載なし 記載なし 記載なし
東京電灯会社臨時雇 １日35～45銭 朝６、７時～午後４、５時 記載なし 記載なし
東京瓦斯会社手伝 １日35～45銭 朝６、７時～午後４、５時 記載なし 記載なし
砲兵工廠その他職工 １日30～35銭 １日10時間 １日１円50銭～３円50銭 記載なし
牛乳配達 １ヶ月３、４～６、７円 午前２時～７時、午後４時～６時 １ヶ月10～15円 午前３時～７時、午後４時～６時
新聞配達 １ヶ月４～６円 朝３時～７時半、午後４

時～６、７時
月収20～35円（勧誘の副
収入もあり） 午前４時～日の出

郵便集配人 １ヶ月12～13円 朝６時～夜10時、一昼夜交代制 記載なし 記載なし
電信配達夫 １ヶ月12～13円 朝６時～夜10時、一昼夜交代制 記載なし 記載なし
鉄道員勤務駅夫 １日35銭 毎日10時間か24時間交代 記載なし 記載なし
車夫 １日60銭 夜間 １ヶ月60円 記載なし
鍋焼きうどん屋 １日50銭 夜半 記載なし 記載なし
おでん屋 １日１円～１円50銭 夜半 記載なし 記載なし
インキ製造販売業 ５～６円 記載なし 記載なし 記載なし
雑誌の販売 １円70銭～1円80銭 記載なし 記載なし 記載なし
新聞売子（辻売り） 記載なし 記載なし １日１円40～50銭 早朝６時半～９時半、夕方４時～６時
官省の雇書記 記載なし 記載なし １ヶ月30～50円 午前９時～午後４時
巡査 記載なし 記載なし １ヶ月45円 記載なし
郵便局事務員 記載なし 記載なし １ヶ月30～50円 記載なし
電車車掌及び運転手 記載なし 記載なし １ヶ月45円以上 記載なし
官庁及び会社給仕 記載なし 記載なし １日50～60銭 記載なし
女子事務員 記載なし 記載なし １ヶ月30～50円 記載なし
※ 大正中期については、東京実業研究会編『東京苦学成功法』（大成社、1915年）、大正後期については、大生川志郎『最新   東京苦学案
内』（教成社、1921年）、森山正雄編『震災後の東京学校案内：附苦学生の就職案内』（啓文社、1924年）より筆者が摘記して作成した。
※ 大正期については斜線が上掲森山編著。
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県
出
身
で
一
八
歳
の
時
に
上
京
し
、
中
央
大
学
へ
進
学
し
た
伊
藤
五
郎
（
の

ち
弁
護
士
、
外
務
政
務
次
官
）
は
、
新
聞
配
達
の
仕
事
の
傍
ら
、「
朝
昼
晩

と
も
、『
天
六
』
と
い
う
仕
出
し
屋
か
ら
、
弁
当
が
く
る
。
仕
出
し
と
い
う

と
体
裁
は
よ
い
が
、
じ
つ
は
こ
れ
が
、
す
ご
く
ま
ず
い
弁
当
で
、
お
義
理
に

も
食
え
た
も
の
で
は
な
い）
17
（

」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
当
時
苦
学
生
だ
っ
た
松
尾
正
直
（
の
ち
作
家
、
相
場
師
。

別
名
・
伊
東
ハ
ン
ニ
と
し
て
知
ら
れ
る
）
は
、
最
初
の
著
作
『
苦
学
十
年
』

に
お
い
て
、「
食
事
は
一
回
六
銭
五
厘
の
弁
当
を
三
度
々
々
取
る
」
が
、「
朝

刊
を
や
つ
と
配
り
完
つ
て
腹
を
減
ら
し
て
帰
つ
て
来
て
見
る
と
弁
当
が
誰
れ

か
の
為
め
に
空
に
さ
れ
て
了
つ
て
ゐ
て
、
朝
飯
を
食
べ
ず
に
済
ま
す
こ
と
が

一
週
間
に
二
度
ぐ
ら
い
づ
ゝ
は
あ
つ
た
」
ほ
か
、「
人
間
の
食
物
が
這
入
つ

て
居
る
と
は
何
う
し
て
も
思
は
れ
な
い
ほ
ど
、
ぬ
る
〳
〵
汚
れ
た
其
の
上
う

る
し
臭
い
弁
当
の
箱
と
云
ひ
、
砂
だ
ら
け
の
南
京
米
と
云
ひ
、
毎
日
ろ
く

〳
〵
漬
か
つ
て
は
ゐ
な
い
菜
つ
葉
ば
か
り
」
で
「
量
の
少
な
い
こ
と
」
が
つ

ら
く
、「
こ
れ
で
栄
養
不
良
に
陥
ち
入
ら
な
か
つ
た
ら
よ
ほ
ど
ど
う
に
か
し

て
ゐ
る）
18
（

」
と
し
て
い
た
。
職
場
で
弁
当
を
注
文
し
て
配
達
し
て
も
ら
う
こ
と

も
、
こ
の
時
期
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
の
苦
学
書
に
も
、「
弁

当
は
三
食
弁
当
と
て
前
金
又
は
雇
主
の
保
証
で
弁
当
屋
へ
注
文
す
る
と
朝
、

昼
、
夕
と
三
回
食
事
飯
を
配
達
し
て
来
る
、
一
日
三
食
で
大
抵
四
十
五
六
銭

か
ら
以
上
は
幾
何
で
も
あ
る）
19
（

」
と
あ
る
。
飯
屋
も
利
用
は
多
く
、
前
出
の
深

海
豊
二
は
、
朝
日
新
聞
社
社
長
に
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
い
、
同
社
の
前
に

あ
っ
た
藤
屋
と
い
う
一
膳
飯
屋
で
「
月
末
払
で
飯
を
喰
せ
て
貰
う
事
に
し

た）
20
（

」
と
あ
り
、
勤
務
先
の
給
料
か
ら
天
引
き
で
賄
う
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
よ

よ
り
見
る
と
、
物
価
高
騰
も
あ
っ
て
一
ヶ
月
二
三
円
以
上
必
要
と
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
他
方
、
代
表
的
職
業
と
収
入
は
【
表
２
】
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

新
聞
・
牛
乳
配
達
な
ど
で
は
、
家
賃
分
程
度
の
賃
金
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

具
体
的
に
苦
学
生
活
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
ま
ず
住
居
は
、
下
宿
か
間

借
り
か
社
宅
で
あ
っ
た
。
東
京
の
下
宿
屋
は
、「
下
等
で
も
一
ヶ
月
一
五
六

円
は
か
ヽ
る
、
そ
れ
に
雑
費
や
小
使
〔
中
略
〕
下
宿
者
生
活
な
ど
は
到
底
不

可
能
な
話
で
あ
る）
12
（

」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
間
借
り
は
、「
東
京
市
中
に
は
至

る
処
に
「
か
し
間
」「
か
し
二
階
」
の
札
が
出
て
居
る
」
状
態
だ
っ
た
た
め
、

「
間
代
は
三
畳
二
円
五
〇
銭
内
外
四
畳
半
三
円
五
〇
銭
内
外
で
借
入
れ
ら
れ

る
、
苦
学
す
る
に
は
三
畳
間
で
沢
山
で
あ
る
、
そ
し
て
自
炊
す
る
の
が
最
も

経
済
〔
的
〕）
13
（

」
と
さ
れ
、「
間
料
は
三
畳
二
円
半
、
四
畳
半
四
円
、
六
畳
五
円

も
出
せ
ば
大
威
張
で
あ
る
、
そ
れ
で
大
抵
は
前
金
に
払
へ
ば
其
れ
で
よ
く
、

途
中
で
出
る
と
す
れ
ば
日
割
に
し
て
戻
す）
14
（

」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
あ
る
。

実
際
、
神
田
辺
の
「
或
る
裏
長
屋
の
二
階
」
に
は
、「
二
年
も
前
か
ら
一
人

の
青
年
が
宿
を
借
り
て
ゐ
た
。
こ
の
青
年
は
毎
朝
納
豆
を
売
つ
て
、
そ
れ
に

よ
つ
て
得
た
僅
か
の
金
で
衣
食
し
つ
つ
学
校
に
通
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た）
15
（

」

な
ど
の
逸
話
も
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
食
事
は
、
弁
当
か
飯
屋
か
自
炊
で
あ
っ
た
。
苦
学
経
験
者
の
深
海

豊
二
（
一
九
一
二
年
よ
り
新
聞
記
者
・
作
家
）
は
、
弁
当
は
一
日
二
〇
銭
、

一
ヶ
月
六
円
で
「
副
食
物
に
於
て
、
安
下
宿
よ
り
は
上
等
な
物
を
食
べ
ら
れ

る
が
、
飯
の
量
が
少
な
い
」
が
、「
苦
学
生
に
適
し
て
ゐ
る）
16
（

」
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
実
際
の
苦
学
生
の
回
想
を
見
る
と
実
態
は
多
様
で
あ
っ
た
。
山
形
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る
白
い
米
を
数
へ
る
や
う
な
粥
を
啜
つ
て
、
わ
づ
か
に
餓
を
凌
い
だ）
25
（

」
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
戦
景
気
の
あ
と
増
加
す
る
苦
学
生
に
対
し

て
「
労
働
」
条
件
は
厳
し
く
、
食
・
住
と
い
っ
た
「
生
活
」
全
般
に
か
か
わ

る
「
社
会
的
救
済
」
が
必
要
な
状
況
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

二　
「
公
私
の
支
援
」
の
実
態
と
変
化

　

で
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
公
私
の
苦
学
生
支
援
に
は
い
か
な
る
も
の
が

あ
っ
た
か
。
そ
も
そ
も
、
学
資
の
支
給
や
貸
与
を
行
う
育
英
事
業
は
、
明
治

一
〇
年
代
に
旧
藩
関
係
、
明
治
三
〇
年
代
に
か
け
て
府
県
市
町
村
な
ど
地
方

公
共
団
体
や
校
友
会
・
同
窓
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に

は
既
存
の
団
体
の
再
編
と
民
間
の
多
様
な
事
業
者
が
出
て
き
た
と
さ
れ
る）
26
（

。

　

当
該
時
期
の
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
全
国
育

英
事
業
施
設
状
況
』（
一
九
一
九
年
）
に
詳
し
い
。
同
書
で
は
、
各
府
県
育

英
事
業
施
設
、
帝
国
大
学
お
よ
び
直
轄
諸
学
校
奨
学
金
一
覧
に
よ
る
も
の
が

紹
介
さ
れ
て
い
る）
27
（

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
前
者
は
、
全
国
で
民
間
の
公
益
団
体
七
八
、
法
人
五
八
、

私
立
一
一
二
の
合
計
二
四
八
が
育
英
事
業
を
行
っ
て
お
り
三
三
〇
四
人
が
修

学
中
で
あ
る
。
た
だ
し
東
京
は
六
つ
し
か
な
く
、
わ
ず
か
八
八
人
が
修
学
中

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
内
訳
は
、
①
御
大
典
記
念
育
英
資
金
（
総
資
産
：

六
四
五
〇
〇
円
／
開
始
年
次
：
一
九
一
五
年
／
奨
学
金
：
一
八
〇
円
以

内
）、
②
地
方
育
英
事
業
（
不
明
／
一
九
一
六
年
／
不
明
）、
③
大
倉
商
業
学

校
育
英
事
業
（
不
明
／
一
九
〇
八
年
／
一
〇
〇
円
以
内
）、
④
新
義
真
言
宗

豊
山
派
教
育
財
団
（
不
明
／
不
明
／
海
外
留
学
生
二
名
に
対
し
て
の
み
学
資

う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
経
済
的
な
点
か
ら
自
炊
を
行
う

者
も
多
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
の
苦
学
案
内
書
に
は
、「
自
炊
生
活
を
す
る

に
は
如
何
し
て
も
自
炊
道
具
一
通
り
は
買
は
ね
ば
な
ら
な
い
、
土
釡
、
七
厘

〔
輪
〕、
洋
燈
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
其
他
雑
品
と
も
合
せ
て
一
、
二
円
も
買

へ
ば
充
分
で
あ
る
、
そ
れ
で
食
物
に
あ
ま
り
贅
沢
を
せ
ね
ば
一
ヶ
月
優
に
六

七
円
内
外
で
生
活
が
出
来
る）
21
（

」
と
あ
る
。
実
際
、
大
正
初
期
、
時
事
新
報
本

社
の
予
備
配
達
係
に
採
用
さ
れ
た
小
汀
利
得
〔
後
の
日
経
社
長
・
国
家
公
安

委
員
〕
は
、「
朝
起
き
て
自
炊
を
し
、
二
、
三
の
学
校
へ
首
を
突
っ
込
ん
で

勝
手
に
勉
強
し
、
適
度
に
休
養
」
し
て
い
た）
22
（

。
さ
ら
に
集
団
生
活
を
し
て
い

た
米
屋
の
二
階
の
苦
学
生
た
ち
は
「
二
食
の
自
炊
生
活
を
や
つ
て
ま
す）
23
（

」
と

答
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
貧
窮
し
た
場
合
、
自
炊
生
活
は
必
然
的
に
食
費
を
切
り
詰
め
る

も
の
と
な
っ
た
。
前
出
の
伊
藤
五
郎
は
、
読
書
の
た
め
に
一
日
二
食
に
し
、

「
ぬ
い
た
一
食
を
、
焼
芋
を
食
う
こ
と
に
し
た
〔
中
略
〕
共
同
で
生
芋
を
買
っ

た
〔
中
略
〕
生
芋
に
あ
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
米
の
飯
が
食
え
る
わ
け
で
は

な
い
。
結
局
、
私
た
ち
は
、
生
芋
―
う
ど
ん
―
そ
ば
―
焼
芋
―
二
食
主
義
―

生
芋
…
…
と
、
同
じ
よ
う
な
食
物
道
中
を
、
ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
っ
て
い
る
だ

け
だ
っ
た）
24
（

」
と
回
想
す
る
。
ま
た
、「
米
は
価
が
高
い
ば
か
り
で
な
く
副
食

物
を
要
す
る
」
の
で
「
青
物
屋
へ
行
つ
て
は
薩
摩
芋
を
買
つ
て
来
て
、
こ
れ

を
米
の
代
に
食
ふ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
芋
も
無
疵
の
も
の
で
は
高
く
て
買
ひ

き
れ
な
い
の
で
、
普
通
の
家
庭
な
ら
女
中
が
塵
溜
に
捨
て
て
し
ま
ふ
や
う
な

屑
芋
を
買
つ
て
来
て
、
そ
れ
に
一
握
り
の
米
を
交
ぜ
て
、
芋
の
中
に
点
点
た
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機
械
工
具
製
作
事
業
研
究
の
為
学
資
補
給
生
と
し
て
米
国
留
学
を
な
す
井
岡

和
三
郎
の
四
名
で
あ
っ
た）
32
（

。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
実
学
で
あ
り
、
支
給
対

象
者
も
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
半
の
苦
学
生
に
は
有
益
で
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
帝
大
及
文
部
省
所
轄
学
校
の
二
三
の
学
校
が
奨
学
金
制
度
を
有
し

て
お
り
、
判
明
し
た
修
学
生
は
一
一
八
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
東
京
高

等
商
業
の
貸
費
規
則
は
、
月
六
円
ず
つ
一
〇
人
〜
一
二
人
が
貸
費
し
て
い
た

が
、
一
九
一
八
年
三
月
一
五
日
に
改
正
さ
れ
一
〇
〇
円
か
ら
二
五
〇
円
ま
で

増
額
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
皆
済
者
は
約
五
〇
名
、
こ
こ
に
は
の
ち
に
外

務
省
書
記
官
と
な
る
村
井
善
次
郎
な
ど
が
い
た）
33
（

。
と
は
い
え
、
苦
学
生
の
総

数
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
受
給
者
も
多
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
同
書
の
調
査
以
外
に
、
学
校
独
自
の
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
一
九
一
四
年
、
東
京
高
等
師
範
学
校
炊
事
部
内
で
は
選
抜
試
験
を

行
い
、
食
堂
給
仕
と
し
て
使
役
す
る
の
で
一
日
平
均
六
時
間
、
生
徒
を
教
官

と
し
て
個
人
教
授
を
受
け
ら
れ
、
中
学
校
三
〜
四
年
生
へ
編
入
さ
れ
、
高
等

工
業
、
帝
大
、
一
高
へ
も
進
学
者
が
出
て
い
た
と
い
う）
34
（

。
ま
た
、
本
郷
区
の

東
京
裁
縫
女
学
校
長
渡
邊
滋
が
創
設
し
た
「
針
友
会
」
な
る
女
子
苦
学
生
養

成
会
は
、
学
校
内
の
奨
学
金
規
定
を
改
正
・
拡
大
し
た
も
の
で
、
通
学
の
余

暇
に
仕
立
物
を
縫
っ
て
そ
の
賃
金
で
自
活
の
道
を
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

校
長
は
「
従
来
男
子
の
苦
学
生
の
為
め
に
は
随
分
種
々
な
方
法
で
自
活
の
道

も
立
つ
て
居
ま
す
が
女
子
の
為
め
に
は
何
に
も
開
け
て
居
な
い
や
う
で
す
」

と
語
り
、
ま
ず
三
〇
名
ほ
ど
募
集
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う）
35
（

。
し
か
し
前

貸
与
）、
⑤
浄
土
宗
育
英
会
（
不
明
／
不
明
／
五
円
乃
至
一
五
円
）、
⑥
新
井

育
英
事
業
（
不
明
／
一
九
〇
三
年
／
不
明
）
で
あ
る
。
③
⑤
は
既
に
日
露
戦

前
後
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
で
は
①
が
新
聞
記
事
な
ど
で
注
目
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　

①
は
、
一
九
一
六
年
三
月
一
八
日
に
『
公
報
』
に
東
京
府
令
を
も
っ
て
発

布
さ
れ
て
お
り
、
専
門
学
校
も
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
校
に
在
校
・

入
学
す
る
も
の
に
限
り
、
当
該
出
身
学
校
長
・
在
籍
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

で
、
身
体
健
全
、
学
力
優
秀
、
品
性
端
正
な
る
事
、
学
資
不
十
分
の
証
明
を

要
し
、
五
ヶ
年
以
来
東
京
府
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
資
は
年

間
一
八
〇
円
を
最
高
額
程
度
と
し
、
月
額
一
五
円
の
返
還
義
務
の
な
い
支
給

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
東
京
府
内
務
部
長
岡
田
忠
彦
は
今
後
増
員
し
て
い
き

た
い
こ
と
、
将
来
有
益
な
発
明
や
著
作
、
学
術
研
究
を
奨
励
す
る
計
画
も
あ

る
と
述
べ
て
い
る）
28
（

。

　

こ
の
受
給
者
を
取
材
し
た
『
萬
朝
報
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
一
九
一
六
年

に
は
、
築
地
の
東
京
府
立
工
芸
学
校
助
手
で
二
六
歳
の
古
賀
俊
一
に
資
金
が

補
給
さ
れ
た
。
古
賀
は
実
父
を
亡
く
し
た
後
「
苦
学
を
続
け
最
優
等
で
同
校

を
卒
業
」
し
て
助
手
に
な
り
、
校
長
推
薦
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
、
応
用
化
学

の
研
究
に
従
事
す
る
た
め
米
国
留
学
を
行
う
と
い
う）
29
（

。
一
九
一
七
年
に
は
第

一
高
等
学
校
大
学
予
科
第
二
部
甲
類
の
片
田
始
三）
30
（

、
府
立
織
染
学
校
を
優
等

で
卒
業
し
東
京
高
等
工
業
学
校
入
学
し
た
堀
悌
三
、
田
沼
雅
夫
が
選
抜
さ
れ

た）
31
（

。
一
九
一
八
年
は
六
月
に
二
三
歳
、
東
京
高
等
師
範
学
校
理
科
第
一
部
在

学
中
の
佐
野
久
、
東
京
高
等
工
業
学
校
機
械
科
一
学
年
在
籍
の
大
山
健
、
市

立
農
業
大
学
高
等
科
二
年
在
学
の
川
野
圭
宇
、
府
立
工
芸
学
校
教
諭
で
精
密
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存
在
し
た
、
労
働
に
よ
る
苦
学
支
援
で
あ
る
。
例
え
ば
、
苦
学
生
が
苦
学
集

団
生
活
を
発
展
さ
せ
た
愛
国
苦
学
団
は
、
中
心
人
物
の
橋
本
秀
夫
が
三
〇
名

ほ
ど
（
所
属
は
明
大
、
高
商
、
岩
倉
鉄
道
、
電
機
、
工
手
な
ど
一
〇
名
の
通

学
生
と
準
備
中
の
苦
学
生
）
を
率
い
て
カ
リ
ン
糖
の
製
造
に
従
事
し
昼
間
は

通
学
、
夕
方
六
時
か
ら
一
〇
時
ま
で
行
商
す
る
団
体
で
あ
る）
41
（

。
ま
た
、
学
生

労
働
会
は
「
単
独
に
苦
学
す
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
ま
づ
不
可
能
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
早
朝
牛
乳
配
達
を
し
な
が
ら
昼
間
通
学
、
夜
は

復
習
時
間
す
る
も
の
で
一
月
の
収
入
は
一
五
〜
二
〇
円
で
あ
る
。
同
年
に
九

名
が
中
学
、
専
門
学
校
か
ら
卒
業
し
た
た
め
神
田
青
年
会
館
で
感
謝
式
を

行
っ
た
と
い
う）
42
（

。

　

②
は
、
好
景
気
を
反
映
し
た
奨
学
金
制
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
七

年
に
牛
込
区
で
小
池
国
三
が
財
団
法
人
小
池
育
英
会
設
置
を
申
請
し
て
い
る

ほ
か）
43
（

、
ガ
ス
ト
ン
社
の
東
京
支
店
総
支
配
人
石
川
源
次
郎
が
府
立
工
芸
と
福

岡
工
業
外
一
校
に
対
し
て
五
名
、
総
額
一
五
名
の
学
資
給
与
を
申
し
込
ん
で

い
る
。
事
業
の
理
由
は
「
自
分
の
身
の
上
に
引
比
べ
て
残
酷
な
社
会
制
度
の

為
め
に
優
位
の
青
年
が
志
望
の
学
業
を
中
途
で
挫
折
せ
る
不
幸
と
将
来
と
を

悲
し
む
」
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
あ
く
ま
で
も
奨
学
金
の
み
で
、
就
職
の
相

談
は
断
る
と
し
て
い
る）
44
（

。

　

ま
た
、
日
本
大
学
、
法
政
大
学
に
学
ん
で
実
業
界
で
成
功
し
た
大
迫
利
亮

は
、「
年
々
学
校
を
出
る
学
生
は
多
い
が
事
業
経
営
者
の
方
か
ら
見
る
と
適

当
な
人
が
出
な
い
、
こ
れ
要
す
る
に
学
資
な
ど
の
関
係
か
ら
人
物
が
小
さ
く

な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
考
え
た
結
果
、
法
政
大
学
他
四
校
に
在
学
す
る
学
生

一
五
名
〜
二
〇
名
に
対
し
て
学
資
を
無
条
件
で
給
費
す
る
制
度
を
始
め
た
と

述
し
た
大
正
期
の
苦
学
生
数
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
依
然

と
し
て
微
力
で
あ
っ
た
。

　

公
的
支
援
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、
苦
学
生
活
を
支
援
し
た
の
は
、
や
は

り
こ
の
時
期
も
居
住
地
や
就
学
、
就
業
な
ど
を
通
じ
て
出
会
っ
た
、
周
辺
人

物
の
私
的
な
支
援
や
苦
学
生
同
士
の
相
互
扶
助
と
い
っ
た
「
個
人
的
救
済
」

で
あ
っ
た
。

　

新
聞
紙
上
で
美
談
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
例
を
見
る
と
、
あ
る
警
察

官
巡
査
が
薄
給
に
も
係
わ
ら
ず
新
聞
配
達
の
一
〇
代
の
男
性
苦
学
生
に
同
情

し
、
同
宿
さ
せ
た
事
例
や）
36
（

、
浅
草
区
長
山
崎
林
太
郎
が
、
区
役
所
の
給
仕
を

し
て
い
た
一
七
歳
の
苦
学
生
大
澤
一
を
雇
書
記
に
抜
擢
し
、
大
澤
は
東
京
市

立
商
業
学
校
を
首
席
卒
業
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る）
37
（

。
ま
た
、
一
〇
年
計
画

で
歯
科
医
院
の
開
業
を
果
た
し
た
「
夫
婦
苦
学
」
の
事
例）
38
（

、
苦
学
し
て
弟
を

通
学
さ
せ
た
「
兄
弟
苦
学
」
な
ど
の
事
例
も
あ
る）
39
（

。

　

こ
う
し
た
周
辺
人
物
の
支
援
に
感
謝
す
る
苦
学
成
功
者
は
多
い
。
例
え

ば
、
前
出
の
伊
藤
五
郎
は
、
高
等
文
官
試
験
合
格
後
、「
力
づ
け
て
く
れ
た

多
く
の
人
々
、
救
っ
て
く
れ
た
人
、
叱
り
つ
け
て
く
れ
た
人
―
有
難
い
こ
と

だ
、
本
当
に
有
難
い
こ
と
だ
。
合
格
は
私
の
力
じ
ゃ
な
い
、
み
ん
な
の
お
蔭

だ）
40
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
明
治
期
同
様
、
身
近
な

人
々
の
物
質
・
精
神
的
支
援
が
苦
学
に
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
は
、
民
間
団
体
の
支
援
の
存
在
で
あ
る
。【
表
３
】
は
新
聞
雑
誌
よ

り
筆
者
が
確
認
し
え
た
大
正
時
代
の
東
京
に
お
け
る
苦
学
生
支
援
団
体
の
一

覧
で
あ
る
。
戦
後
恐
慌
ま
で
の
傾
向
を
見
る
と
、
①
苦
学
労
働
団
体
の
事

業
、
②
奨
学
金
団
体
の
設
立
が
見
て
取
れ
る
。
①
は
既
に
明
治
期
よ
り
多
数
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か
ら
来
る
」
と
も
い
う
の
で
あ
る）
47
（

。

　

一
方
、
食
事
に
関
し
て
は
、
社
会
事
業
の
進
展
か
ら
簡
易
食
堂
が
開
設
さ

れ
始
め
て
お
り
、
苦
学
生
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
も
あ
っ
た
。
当
時
の
苦
学

案
内
書
に
は
、「
一
日
の
合
計
が
五
十
銭
内
外
で
之
を
一
ヶ
月
合
算
す
る
も

十
五
円
内
外
に
過
ぎ
な
い）
48
（

」
と
勧
め
る
も
の
や
、
市
営
の
紹
介
所
（
麹
町

区
・
下
谷
区
・
浅
草
区
・
牛
込
区
・
本
所
区
・
日
本
橋
区
・
神
田
区
）
を
紹

介
し
、「
食
堂
は
一
食
十
銭
及
十
五
銭
の
二
種
で
、
飯
、
う
ど
ん
、
パ
ン
、

好
み
の
物
を
得
ら
れ
量
も
普
通
の
人
で
は
充
分
で
あ
る
。
私
設
の
も
の
は
此

外
に
も
あ
り
料
金
は
同
じ
程
度
に
あ
る）
49
（

」
と
す
る
書
も
出
て
き
た
。
た
だ
し

利
用
率
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
関
東
大
震
災
後
の
震
災
恐
慌
を
受
け
て
、
一
層
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
震
災
後
の
時
期
に
な
る
と
、【
表
２
】
に
あ
る
よ

う
に
、
官
庁
の
雇
や
郵
便
局
員
な
ど
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
の

よ
う
な
牛
乳
配
達
な
ど
で
苦
学
す
る
の
は
大
変
に
困
難
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
新
聞
配
達
な
ど
の
労
働
現
場
で
は
、
明
治
期
同
様
に
い
わ
ゆ
る
縄

張
り
を
ま
と
め
る
親
方
へ
の
上
納
や
賃
金
の
「
ピ
ン
撥
ね
」
が
あ
り
、
新
規

参
入
者
の
開
拓
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
高
収
入
を
得
る
の
は
難
し

か
っ
た
の
で
あ
る）
50
（

。
こ
の
時
期
、「
裸
一
貫
型
苦
学
」
は
実
質
困
難
と
化
し
、

会
社
や
工
場
な
ど
に
勤
め
な
が
ら
、
講
義
録
や
夜
学
で
学
ぶ
「
勤
労
型
苦

学）
51
（

」
が
増
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
公
私
の
支
援
」
は
い
か
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

公
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
三
年
三
月
の
文
部
省
調
査
を
見
る）
52
（

。
こ

れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
小
学
校
卒
業
者
約
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
上

い
う）

45
（

。

　

し
か
し
、
苦
学
生
の
「
労
働
と
生
活
」
は
、
戦
後
恐
慌
を
経
た
大
正
後
期

に
一
層
厳
し
く
な
っ
た
。
先
述
の
【
表
１
】【
表
２
】
を
見
る
と
、
毎
月
二

三
円
程
度
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
副
収
入
な
し
の
牛
乳
配
達
や
官
公
庁
の
雇
の

収
入
で
は
不
足
し
て
お
り
、
新
聞
配
達
で
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。
貯
蓄
が
で
き

ず
、
参
考
書
を
買
う
こ
と
も
娯
楽
に
費
や
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
日

給
の
仕
事
は
休
日
な
し
で
就
業
す
れ
ば
充
分
な
額
が
得
ら
れ
る
と
は
い
え
、

戦
後
恐
慌
以
降
は
失
業
問
題
が
東
京
で
は
顕
在
化
し
、
同
盟
罷
工
や
労
働
運

動
も
増
加
す
る
な
か
、
安
定
し
た
仕
事
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
苦
境
を
示
す
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
、
苦
学
生
の
相
談
窓
口
に

い
た
日
本
力
行
会
の
担
当
者
は
、「
大
正
も
も
う
九
年
、
お
米
が
円
に
一
升

何
合
と
い
ふ
時
代
で
あ
る
、
片
手
間
の
仕
事
で
は
喰
ふ
だ
け
を
得
る
に
も
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
、
ま
し
て
月
謝
を
払
ひ
、
参
考
書
を
買
つ
て
勉
強
す
る

な
ど
は
殆
ど
不
可
能
に
な
つ
て
来
た）
46
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

実
際
、
苦
学
生
に
同
情
的
で
あ
っ
た
新
聞
『
萬
朝
報
』
の
記
事
に
は
、
一

九
二
一
年
に
施
行
さ
れ
た
「
職
業
紹
介
法
」
に
よ
っ
て
全
国
大
都
市
部
・
工

業
地
区
に
設
置
さ
れ
、
求
人
と
求
職
が
次
第
に
組
織
化
さ
れ
は
じ
め
た
公
立

職
業
紹
介
所
に
「
目
立
つ
て
殖
え
て
来
た
の
は
給
料
取
と
苦
学
生
」
で
あ
る

こ
と
、
一
日
一
四
〜
一
五
人
来
所
し
、「
財
界
不
況
の
為
め
学
資
の
仕
送
り

を
絶
た
れ
た
の
も
一
原
因
で
あ
ら
う
が
、
九
月
か
ら
の
新
学
期
を
当
込
ん
で
、

田
舎
か
ら
出
て
来
た
も
の
も
随
分
と
多
い
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て

い
わ
ゆ
る
口
入
屋
な
ど
、
し
ば
し
ば
搾
取
を
伴
い
か
ね
な
い
営
利
職
業
紹
介

事
業
へ
の
来
所
者
も
多
く
、「
神
田
の
某
紹
介
屋
な
ど
へ
は
一
日
に
三
十
人
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【表３】大正時代における主な苦学生支援団体

団体名 結成年 場所 代表者 構成員・
対象者 生業 特色 出典

愛国苦学団 1914年 浅草区田中町
105

橋本秀夫（元苦
学生・行商） 30余名 カリン糖の

製造
夜６時から10時行
商

『読売新聞』1915年４月
４日付朝刊７面

女子苦学養成
会 1916年 本郷区東竹町 東京裁縫女学校

長渡邉滋
30名ほど募
集予定 裁縫 同学校の奨学金規

定を拡大したもの
『読売新聞』1916年10月
28日付朝刊４面

望月会 1916年12月 日本橋区坂本町
望月軍四郎（日
本橋区望月株式
店経営者）

37～38名 ― 貸費
『社会と教化』（第１巻第
11号、1921年11月）62～
64頁

学生労働会 ？ 上渋谷 吉村氏 ９名卒業 牛乳配達

牛乳配達は昼間、
各家庭から３円の
小遣で一つの大家
族として生活

『読売新聞』1917年３月
27日付朝刊５面

小池育英会 1917年 牛込区市谷仲ノ
町５ 小池国三 ？ 資本金５万円 『東京朝日新聞』1917年

８月３日付朝刊５面
ガ ス ト ン、
ウィリアム、
エ ン ド、 ウ
ウィックモア
会社

1918年 ？ 石川源次郎
15名（府立
工芸・福岡
工業外一校）

学資給与 ？ 『萬朝報』1918年７月25
日付朝刊３面

大迫商事株式
会社 1918年 神田区裏猿楽町 大迫利亮（実業

家。元苦学生）
法大外四校
15～20名 学資給与

事業経営者の観点
から「人物を作り
たい」

『萬朝報』1918年９月27
日付朝刊３面

苦学生同友会 1920年11月 事務所なし 朴烈　鄭素成外
数名 50名 ？ 苦学生及び労働者

の相互扶助

『在京朝鮮人状況』（1924
年。裵姈美編『在日朝鮮
人留学生資料』（第３
巻、緑陰書房、2012年所
収、39頁）

苦学生蛍雪会
1921年12月１
日（1924年10
月頃解散か）

市外高田町雑司
ケ谷429日華日
鮮青年会館内

会長劉須泰・幹
事六名 100名 ？

苦学生労働者相互
扶助親睦。音楽会
など開催

同上40頁。解散記事は
1924年10月５日『東亜日
報』記事（同上資料第３
巻、354頁所収）

苦学生同盟 1921年 牛込南町１ 安部登（元学生
新聞主幹） 数百名 社会運動 政治、教育運動

『読売新聞』1921年４月
16日、30日、５月９日付
朝刊４面など

学生社 1921年４月

神田区錦町3-11
（仮事務所）。小
石川区大塚坂下
町1-5（研究部）

出口競（読売新
聞記者、大正日
日新聞記者）

？
学 生 補 導
部、簡易職
業紹介所

前身は東京学生相
談所（1916年）→
日本力行会学生相
談所

出口競『東京の苦学生附
自活勉学法』（大明堂書
店、1921年）162～165頁

大日本苦学生
後援会 1923年 芝白金三光町56 浜田金太郎（弁護士） ？ 文房具販売 苦学生救済・無謀

な上京の阻止
『読売新聞』1923年７月
19日付朝刊４面

日本苦学生同
盟会 1923年 小石川区茗荷谷

町６
鶴岡一雄、井岡
唯志 ？ 会誌発行、

各種相談
苦学生活の支援、
相互扶助

『苦学生の友』1923年３
月

大東公論社 1923年７月頃 四谷区新宿2-75 大東公論社 ？ 職業紹介・
人事相談 朝鮮人苦学生支援 前掲『在日朝鮮人留学生

資料』第３巻、35頁

力行社 1923年９月 高田町雑司ヶ谷
水久保

主幹姜昌基。頭
山満・小泉又次
郎ら日本人活動
家・政治家など
が後援

？

無 料 寄 宿
舎・学資補
給・職業紹
介・食堂経
営その他

朝鮮人苦学生支援 同上、365頁

大門苦学後援
会 1925年６月 芝区浜松町2-10 小林光茂 ―

簡易なる仕
事を与え、
夜は英語を
教授

苦学生救済 『読売新聞』1925年６月
１日付朝刊７面

共済会 1925年11月 慶応義塾大学 塾長顧問・増井
教授会長 100名

職業紹介、
身 の 上 調
べ、事業部

苦学生救済 『読売新聞』1925年11月
10日付朝刊３面

苦学同志会 1926年１月 ？ ？ ？ 社会運動 苦学生救済 『読売新聞』1926年６月
28日付夕刊６面

立志学寮・学
生育英社 1920年代 神田

河端佐久兵衛
（納豆売業界３
位。元苦学生）

200余名 納豆売り 苦学生救済 『読売新聞』1926年３月
13日付朝刊３面

※ 各メディアより調査した内容を筆者が摘記し、整理した。これ以外の団体については、今後の課題である。
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運
動
の
興
隆
、
植
民
地
支
配
の
変
化
、
高
等
教
育
の
拡
張
な
ど
を
背
景
に
し

た
、
大
正
後
期
に
か
け
て
の
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

三　

日
本
苦
学
生
同
盟
会

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
具
体
的
に
い
か
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
、
資
料
集
と
先
行
研
究
が
あ
る
③
の
朝
鮮
人
苦
学

生
支
援
団
体
を
除
き
、
い
ず
れ
も
全
貌
が
解
明
で
き
る
一
次
史
料
が
な
く
、

こ
れ
ら
の
実
態
を
解
明
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今
回
筆
者
は

日
本
大
学
の
学
生
が
結
成
し
た
日
本
苦
学
生
同
盟
会
の
一
次
史
料
を
古
書
店

か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
で
当
該

時
期
の
一
例
を
提
示
し
、
こ
の
時
期
の
苦
学
生
支
援
団
体
の
特
徴
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

大
正
後
期
の
日
本
大
学
の
様
子
を
『
日
本
大
学
百
年
史
』
よ
り
摘
記
し
て

い
く
と
、
一
九
二
〇
年
四
月
「
大
学
令
」
に
よ
り
昇
格
後
の
日
本
大
学
は
大

学
令
準
拠
の
法
文
学
部
、
商
学
部
、
大
学
予
科
と
専
門
学
校
令
準
拠
（
専
門

部
・
高
等
師
範
部
）
が
両
立
し
、
専
門
部
を
中
心
に
、
そ
れ
ま
で
の
法
律
・

政
治
・
経
済
や
宗
教
な
ど
の
文
科
系
か
ら
機
械
・
建
築
・
土
木
な
ど
理
工
学

や
歯
科
な
ど
の
医
歯
薬
学
系
に
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
、
総
合
大
学
へ
移
行

す
る
前
段
階
の
時
期
で
あ
っ
た
。
一
方
、
増
加
し
た
学
生
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活

動
や
学
外
活
動
が
活
発
化
し
、
雄
弁
会
や
「
社
会
問
題
地
方
巡
回
演
説
会
」

が
活
動
し
、
思
想
的
に
は
左
右
両
派
が
混
在
し
て
い
た）
53
（

。

　

そ
ん
な
中
、
一
九
二
三
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
日
本
苦
学
生
同
盟
で
あ
っ

た
。
東
京
小
石
川
区
茗
荷
谷
六
丁
目
に
拠
点
を
置
き
、
会
長
は
鶴
岡
一
雄
、

級
学
校
へ
の
進
学
不
可
能
者
と
し
て
、「
薄
資
」
を
理
由
に
し
た
者
が
二
万

五
五
七
八
人
、
そ
の
他
が
一
万
五
七
五
五
人
い
た
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
す
る
育
英
事
業
は
、
全
国
四
一
〇
団
体
（
貸
費
二
〇
二
、
給
費

一
五
七
、
そ
の
他
五
一
）
あ
り
、
東
京
は
四
〇
団
体
（
同
上
で
八
／
三
一
／

一
）、
修
学
者
は
四
〇
五
人
（
大
学
一
〇
三
、
専
門
学
校
一
〇
二
、
高
等
学

校
五
一
、
中
学
校
程
度
一
四
九
人
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
団
体
で
詳
細

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
①
御
大
典
記
念
育
英
事
業
、
②
豊
前
育
英
会
、

③
輔
仁
会
、
④
伯
爵
有
馬
家
育
英
会
、
⑤
水
戸
育
英
会
、
⑥
東
京
特
殊
小
学

校
後
援
会
、
⑦
誠
徳
会
、
⑧
埼
玉
誘
掖
会
、
⑨
有
造
会
で
あ
る
。
前
述
の
文

部
調
査
と
比
較
し
て
事
業
者
は
六
か
ら
四
〇
、
修
学
者
は
八
八
人
か
ら
四
〇

五
人
に
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
右
の
団
体
は
す
べ
て
大
正
期
ま
で
に
設
立

さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
①
と
⑥
以
外
は
前
出
の
文
部
省
調
査
の
時
点
で
は
調

査
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
実
質
的
に
育
英
団
体
は
増
え
て
い
な
い
と
み
て
よ

い
。

　

苦
学
の
自
助
努
力
が
一
層
困
難
に
な
り
、
公
的
支
援
も
期
待
で
き
な
い

中
、【
表
３
】
の
下
半
分
を
見
る
と
、
苦
学
生
た
ち
に
よ
る
「
社
会
的
救
済
」

を
求
め
る
様
々
な
運
動
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の

団
体
の
特
徴
を
見
る
と
、
①
学
生
新
聞
社
主
幹
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
人
が
中
心

に
立
つ
苦
学
支
援
団
体
、
②
職
業
紹
介
や
相
談
事
業
を
通
じ
た
相
互
扶
助
を

目
指
し
た
団
体
、
③
三
・
一
独
立
運
動
後
の
「
内
鮮
融
和
」
政
策
の
展
開
を

反
映
し
た
朝
鮮
人
苦
学
生
支
援
団
体
と
い
う
三
つ
が
う
か
が
え
る
。
苦
学
生

支
援
の
特
質
が
、
労
働
紹
介
や
奨
学
金
制
度
か
ら
、
相
互
扶
助
と
社
会
運
動

へ
と
シ
フ
ト
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
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で
あ
っ
た
と
い
う）
54
（

。
鶴
岡
は
、
管
見
の
限
り
、
大
正
中
期
に
『
実
験
秘
伝
秘

法
教
授
書
』（
第
一
出
版
社
、
一
九
一
九
年
）
を
刊
行
し
、
一
九
三
〇
年
代

に
は
『
青
少
年
受
験
と
就
職
雑
誌   

成
功
』
な
る
雑
誌
を
刊
行
す
る
な
ど
出

版
人
と
し
て
成
功
し
、『
岩
波
書
店
八
十
年
史
』
に
学
生
社
創
業
者
・
会
長）
55
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
井
口
（
一
九
〇
五
年
三
月
〜
一
九
三
二
年
一
二
月
）
は
愛
知
県
北

部
に
生
ま
れ
、
早
く
に
父
を
亡
く
し
下
男
、
車
夫
、
職
工
と
な
っ
て
高
等
小

学
校
を
卒
業
、
中
学
進
学
と
と
も
に
新
聞
店
配
達
夫
と
な
り
苦
学
生
活
に

入
っ
た
。
行
商
や
露
天
商
を
経
験
し
た
が
、
健
康
を
害
し
て
小
学
校
教
師

（
臨
時
教
員
な
ど
か
）
や
書
生
、
雑
誌
記
者
な
ど
を
転
々
と
し
て
、
日
本
大

学
商
科
に
入
学
し
た
苦
学
生
で
あ
っ
た）
56
（

。
井
口
は
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
後

病
気
の
た
め
日
本
大
学
を
中
退
、
名
古
屋
の
文
芸
雑
誌
『
中
央
文
学
』
編
集

委
員
と
な
り
、『
名
古
屋
新
聞
』
に
「
幻
の
十
字
架
」
を
連
載
し
て
注
目
さ

れ
、
各
地
で
の
講
演
を
行
い
人
気
を
博
し
た
が
、
結
核
に
よ
り
若
く
し
て
亡

く
な
っ
て
い
る）
57
（

。
両
者
の
接
点
は
不
明
だ
が
、
出
版
業
界
に
関
係
し
て
い
た

鶴
岡
が
代
表
に
座
り
、
苦
学
生
の
井
口
が
文
筆
活
動
に
よ
っ
て
会
の
活
動
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
両
者
が
刊
行
し
た
【
図
１
】
の
雑
誌
『
苦
学
生
の
友
』（
第
一
巻
第

一
号
、
一
九
二
三
年
三
月
）
は
、
筆
者
が
古
書
店
を
経
由
し
て
購
入
し
た
も

の
で
、
管
見
の
限
り
一
点
物
の
史
料
で
あ
る
。
続
刊
は
見
当
た
ら
ず
、
一
号

雑
誌
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
【
図
２
】
に
あ
る
「
創
刊
の
辞
」
を
見
る
と
、
井
口
は
貧
家
の
生
ま
れ
に

感
謝
し
、
成
功
へ
の
苦
難
の
果
て
に
光
明
を
見
る
こ
と
を
希
望
し
つ
つ
、「
真

主
幹
は
日
本
大
学
商
科
学
生
の
井
口
唯
志
で
あ
る
。
同
団
体
が
刊
行
し
た

【
図
１
】
の
雑
誌
『
苦
学
生
の
友
』（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
三
月
）

に
掲
載
さ
れ
た
本
人
の
言
を
も
と
に
両
名
の
略
歴
を
見
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
会
長
の
鶴
岡
（
一
八
九
四
年
九
月
〜
一
九
六
九
年
一
月
）
は
、
千

葉
県
九
十
九
里
付
近
の
貧
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

大
日
本
国
民
中
学
会
の
講
義
録
な
ど
で
独
学
、
中
学
進
学
が
叶
わ
な
い
中
で

読
ん
だ
雑
誌
『
実
業
の
世
界
』
に
お
け
る
「
苦
学
生
の
実
際
談
」
な
る
連
載

に
刺
激
さ
れ
て
一
九
一
〇
年
に
上
京
、
神
田
今
川
小
路
の
青
年
同
気
社
で
東

京
駅
前
の
瓦
斯
工
事
人
夫
と
し
て
日
給
三
五
銭
を
得
て
正
則
英
語
学
校
に
通

学
、
そ
の
後
写
字
生
や
砲
兵
工
廠
の
人
夫
な
ど
職
業
を
転
々
と
し
た
苦
学
生

【
図
１
】『
苦
学
生
の
友
』
表
紙
（
筆
者
所
蔵
）
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の
早
急
な
雑
誌
刊
行
の
内
実
に
つ
い
て
は
、「
本
紙
は
御
覧
の
通
り
頁
数
も

極
め
て
少
な
い
と
は
云
へ
ポ
イ
ン
ト
組
で
す
か
ら
本
紙
一
頁
は
他
の
雑
誌
の

二
頁
に
相
当
し
ま
す
。
何
卒
御
愛
読
御
鞭
撻
を
願
ひ
ま
す
」
と
の
「
謹
告
」

な
ど
に
も
う
か
が
え
る）
59
（

。

　

次
に
、
同
会
の
特
徴
を
【
図
２
】
の
「
第
一
巻
第
一
号
目
次
」
か
ら
み
る

と
、
①
苦
学
生
の
目
標
設
定
、
②
苦
学
の
実
践
方
法
、
③
苦
学
の
経
験
談
、

④
苦
学
の
成
功
事
例
、
⑤
苦
学
の
注
意
事
項
、
⑥
質
疑
応
答
と
い
う
六
つ
に

大
別
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
具
体
的
な
経
験
や
実
例
に
応
じ
て
苦
学
生
同
士

で
の
情
報
共
有
と
相
互
勉
励
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た

苦
学
生
団
体
の
動
向
は
、
明
治
期
に
成
功
社
の
雑
誌
『
成
功
』、
苦
学
社

『
苦
学
』
な
ど
が
実
践
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
苦
学
生
ら
が
自
発
的
に

刊
行
し
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
珍
し
い
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、【
図
３
】
に
あ
る
全
第
六
章
第
三
五

条
の
「
日
本
苦
学
生
同
盟
会
会
則
」
で
あ
る
。
実
態
は
不
明
だ
が
、
鶴
岡
、

井
口
の
目
指
し
た
組
織
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
え
る
。
ま
ず
、
同
会
は
①
出

版
部
で
講
義
録
と
雑
誌
『
苦
学
生
の
友
』
を
発
行
し
、
②
煩
悶
部
で
会
員
の

煩
悶
に
対
す
る
指
導
を
行
う
、
③
調
査
部
で
会
員
に
対
し
て
就
職
入
学
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
、
④
寄
宿
舎
で
状
況
苦
学
生
を
入
舎
さ
せ
安
全
に
苦
学
の

目
的
を
遂
行
さ
せ
る
、
と
い
う
四
つ
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

入
会
金
五
〇
銭
、
一
ヶ
月
一
円
に
一
〇
銭
、
三
ヶ
月
払
込
者
は
三
円
、
毎
月

一
五
日
に
前
納
す
る
も
の
と
し
、
入
会
後
は
講
義
録
を
第
一
号
よ
り
順
次
購

読
し
徽
章
も
有
償
で
配
布
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
講
義
録
は
こ
の
時
期

の
苦
学
生
が
多
数
読
ん
で
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
無
数
の
出
版
社
が
刊
行

剣
な
道
」
を
た
ど
り
「
人
生
の
真
諦
を
体
験
し
、
最
後
に
来
た
る
べ
き
何
者

か
を
把
握
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
会
長
の
鶴
岡
は
、
苦
学
生
読

者
に
対
す
る
激
励
の
文
章
に
お
い
て
、「
漫
然
」
た
る
上
京
と
苦
学
を
批
判
、

十
分
な
理
解
と
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
本
会
に
三
ヶ
月
入
会
す
る
こ
と

を
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
講
義
録
だ
け
で
な
く
、
季
刊
雑
誌
、
調
査
部
、

煩
悶
部
、
寄
宿
舎
に
と
「
大
な
る
犠
牲
を
払
つ
て
便
宜
を
与
へ
る
の
で
あ
る
」

と
し
て
い
る）
58
（

。
文
面
通
り
受
け
取
れ
ば
、
自
ら
の
過
酷
な
苦
学
体
験
を
も
と

に
、
青
少
年
に
対
す
る
便
宜
を
図
り
育
英
事
業
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

も
っ
と
も
、
井
口
自
身
が
「
余
り
に
貧
弱
な
本
誌
で
は
あ
り
ま
す
が
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
目
次
を
見
る
と
井
口
の
ほ
か
匿
名
の
記
者
を
除

き
八
人
し
か
執
筆
し
て
お
ら
ず
、
極
め
て
小
規
模
な
運
動
体
で
あ
っ
た
。
こ

【
図
２
】『
苦
学
生
の
友
』「
創
刊
の
辞
」
お
よ
び
「
目
次
」
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も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
組
織
的
な
支
部
は
五
名
以
上
を
有
す
る
土
地
で
設
立

を
許
可
し
、
本
会
主
幹
へ
の
報
告
や
出
張
以
来
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
わ
か
る
こ
と
は
、
同
会
が
自
助
努
力
を
前
提
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
講
義
録
を
購
読
さ
せ
、
苦
学
生
活
に
伴
う
生
活
、
思
想
上
の
便
宜
を
、
地

域
、
会
員
同
士
の
組
織
化
を
行
い
な
が
ら
図
ろ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
同
会
は
こ
れ
ま
で
多
数
存
在
し
た
苦
学
生
支
援
団
体
と
同
様
に
、
自

助
努
力
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
学
校
情
報
、
宿
泊
施
設
、
精
神
支
援
で
の
便
宜

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
独
自
の
講
義
録
と
情
報
提
供
、
地
域
へ
の
組
織
展
開
と
会
員
限

定
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
手
法
は
、
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
青
年
力
行
会
な
ど
の

苦
学
生
支
援
団
体
と
類
似
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
現
役
の
学
生
が
中
心
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
団
体
よ
り
も
身
近
な
支
援
団
体
に
思
わ
れ
る

点
が
新
し
く
独
自
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

同
会
の
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
新
聞
雑
誌
広
告
な
ど
を
見
る
と
、
一
九
二

三
年
四
月
に
新
聞
各
紙
で
東
京
に
お
け
る
「
苦
学
成
功
せ
ん
と
す
る
前
途
有

為
の
地
方
青
年
」
に
対
し
て
「
東
京
苦
学
案
内
謹
呈
す
ハ
ガ
キ
で
申
込
」
と

の
広
告
が
複
数
確
認
で
き
る）
61
（

。
同
会
は
発
足
後
、
会
員
や
活
動
を
日
本
大
学

に
限
定
せ
ず
、
組
織
的
に
不
特
定
多
数
の
青
年
を
対
象
に
一
定
の
拡
大
を
図

ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
日
本
大
学
に
固
有
の
苦

学
生
団
体
で
は
な
く
、
苦
学
生
一
般
を
対
象
に
し
た
相
互
扶
助
的
な
団
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
同
会
の
活
動
形
跡
は
そ
の
後
見
ら
れ

ず
、
井
口
の
大
学
中
退
後
は
自
然
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
正
後
期
の
東
京
に
お
け
る
苦
学
生
活
が
変
質
す
る
中
で
、

し
、
最
大
の
も
の
で
約
三
〇
万
部
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
た）
60
（

。

　

そ
し
て
特
典
と
し
て
、
講
義
録
へ
の
質
問
、『
苦
学
生
の
友
』
を
実
費
で

購
入
で
き
る
ほ
か
、
寄
宿
舎
で
職
業
紹
介
も
行
い
、
同
会
が
保
証
人
に
も
な

る
、
懸
賞
問
題
に
応
募
で
き
る
、
地
方
会
員
が
一
定
数
以
上
増
加
し
た
場
合

は
実
地
指
導
や
講
演
も
行
う
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悶
に
こ
た
え
る
、
と
い
う

【
図
３
】
日
本
苦
学
生
同
盟
会
会
則
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員
制
を
前
提
に
全
国
展
開
を
目
指
し
、
講
義
録
配
布
や
各
種
相
談
事
業
を
行

う
事
業
計
画
だ
っ
た
が
、
そ
の
試
み
は
継
続
し
な
か
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え

た
。

　

こ
う
し
た
苦
学
支
援
の
困
難
さ
を
反
映
し
て
で
あ
ろ
う
、
高
等
教
育
の
あ

り
方
や
格
差
社
会
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
を
持
ち
、
無
産
運
動
や
社
会
主

義
運
動
に
参
加
し
た
苦
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

『
日
本
大
学
新
聞
』
を
見
る
と
、
本
学
教
務
課
の
談
話
と
し
て
、「
赤
化
堕
落

等
枚
挙
に
暇
が
な
い
」
に
対
し
て
実
状
調
査
を
企
図
し
、
授
業
編
成
な
ど
教

務
上
の
対
策
に
も
用
い
る
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る）
62
（

。
こ
れ
に
対
し
て

同
日
の
学
生
新
聞
論
説
は
賛
意
を
示
し
つ
つ
も
、「
真
の
目
的
は
価
値
は
、

究
極
、
苦
学
生
救
済
策
を
対
象
と
す
る
、
そ
れ
の
根
本
策
た
る
と
こ
ろ
に
あ

る
」
と
し
、
教
育
の
資
本
化
、
社
会
の
不
平
等
と
い
う
問
題
を
鋭
く
指
摘
し

て
い
る）
63
（

。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
苦
学
生
救
済
は
学
内
の
治
安
維
持
的
側
面
か

ら
も
看
過
で
き
な
い
問
題
と
大
学
当
局
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

よ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
有
効
な
苦
学
生
救
済
策
は
な
さ
れ
ず
、
社
会
運

動
は
治
安
維
持
法
成
立
、
政
府
の
共
産
主
義
運
動
へ
の
弾
圧
姿
勢
を
背
景

に
、
学
内
で
も
困
難
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）
64
（

。

　

本
稿
で
十
分
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
大
正
後
期
の
苦
学
生
団
体
の
実
態
や
、

昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
苦
学
生
活
と
支
援
の
変
化）
65
（

、
戦
時
下
設
置
さ
れ
た
大

日
本
育
英
会
、
昭
和
戦
後
の
学
生
奨
学
金
制
度
へ
の
移
行
経
緯
な
ど
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

多
様
な
支
援
団
体
が
成
立
さ
れ
、
苦
学
生
自
身
に
よ
る
「
社
会
的
救
済
」
が

多
様
に
試
み
ら
れ
た
。
日
本
大
学
の
日
本
苦
学
生
同
盟
会
は
ま
さ
に
そ
う
し

た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
会
員
制
を
前
提
に
講
義
録
配
布
と
各
種
相
談
を
す

べ
て
行
う
、
自
助
努
力
と
相
互
扶
助
を
目
指
し
た
出
版
人
と
苦
学
生
の
新
奇

な
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
。
第
一
に
、
大
正
期
東
京
に
お
け
る
苦
学
生

は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
教
育
機
関
の
拡
張
な
ど
を
背
景
に
増
加
し
た

が
、
明
治
期
以
降
の
「
裸
一
貫
型
苦
学
」
が
困
難
化
す
る
状
況
で
あ
り
、
そ

の
「
労
働
と
生
活
」
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

第
二
に
、
こ
う
し
た
中
で
公
私
の
育
英
事
業
や
奨
学
金
費
支
援
な
ど
「
社

会
的
救
済
」
に
あ
た
る
公
私
の
活
動
も
あ
っ
た
が
対
象
者
は
限
定
さ
れ
て
お

り
、
明
治
期
以
降
見
ら
れ
た
「
個
人
的
救
済
」
が
依
然
と
し
て
重
要
な
意
味

を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
恐
慌
・
関
東
大
震
災
を
経
て
、
苦
学
生
の
「
労

働
と
生
活
」
は
明
治
期
以
来
の
労
働
に
よ
る
「
裸
一
貫
型
」
苦
学
が
困
難
化

し
た
こ
と
で
、
会
社
や
商
店
な
ど
に
勤
務
す
る
「
勤
労
型
苦
学
」
に
移
行
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

第
三
に
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
民
間
の
苦
学
生
支
援
団
体
に
は
、
新
た

な
相
互
扶
助
団
体
や
社
会
運
動
を
前
提
に
し
た
団
体
、
さ
ら
に
植
民
地
支
配

の
融
和
政
策
の
支
援
団
体
と
い
っ
た
新
し
い
団
体
が
登
場
し
、
日
本
大
学
の

苦
学
生
に
よ
る
相
互
扶
助
団
体
も
こ
の
中
で
登
場
し
た
。
と
は
い
え
、
日
本

苦
学
生
同
盟
の
事
例
は
、
出
版
業
界
人
と
苦
学
生
に
よ
る
試
み
と
し
て
、
会
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朝
鮮
人
苦
学
生
へ
の
支
援
団
体
の
う
ち
、
自
彊
会
は
留
学
生
会
員
を
一
〇

〇
名
程
度
抱
え
、
日
本
大
学
学
生
も
含
む
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
た
点
は

注
目
さ
れ
る
（
同
上
『
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料
３
』
三
〇
五
〜
三
一
九

頁
）。
こ
の
他
、
中
国
人
留
学
生
の
苦
学
生
な
ど
は
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
ろ
う
（「
保
証
人
の
な
い
苦
学
生
」『
読
売
新
聞
』﹇
以
下
『
読
売
』﹈
一

九
一
八
年
五
月
二
一
日
付
朝
刊
四
面
な
ど
）。

（
９
） 

拙
稿
「
近
代
東
京
と
苦
学
生
問
題
―
明
治
中
後
期
の
『
萬
朝
報
』
記
事
か

ら
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
）、
同
上

「
日
本
の
新
聞
は
い
か
に
苦
学
生
を
語
っ
た
か
―
一
九
一
〇
年
代
の
『
萬

朝
報
』
を
中
心
に
」（『
史
叢
』
第
八
七
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
）、
同
上

「
明
治
期
東
京
に
お
け
る
苦
学
生
活
と
支
援
」（『
生
活
文
化
史
』
第
六
七

号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
10
） 

村
上
浪
六
『
牛
肉
一
片
』（
至
誠
堂
、
一
九
二
二
年
）
二
一
〇
〜
二
一
一

頁
。

（
11
） 

前
掲
大
門
論
文
「
農
村
か
ら
都
市
へ
」
一
七
四
〜
一
八
〇
頁
。

（
12
） 

大
森
春
団
『
都
会
の
活
動
』（
池
田
出
版
部
、
一
九
一
九
年
）
七
八
頁
。

（
13
） 

前
掲
『
東
京
苦
学
成
功
法
』
四
頁
。

（
14
） 

前
掲
『
都
会
の
活
動
』
七
九
頁
。

（
15
） 

高
信
峡
水
『
愛
へ
光
へ
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
二
二
年
）
一
二
四
頁
。

（
16
） 

深
海
豊
二
『
立
志
成
功
苦
学
の
裏
面
』（
須
原
啓
興
社
、
一
九
一
六
年
）

九
〇
頁
。

（
17
） 

伊
藤
五
郎
『
苦
学
生
』（
一
九
七
〇
年
、
改
版
発
行
）
七
五
頁
。

（
18
） 
松
尾
正
直
『
苦
学
十
年
』（
国
民
書
院
、
一
九
一
七
年
）
一
三
〇
、
一
三

五
〜
一
三
六
頁
。

（
19
） 

岡
田
蘇
堂
『
小
学
校
を
出
で
ヽ
如
何
に
進
む
べ
き
か
』（
秀
康
館
、
一
九

註（
１
） 

拙
著
『
近
代
日
本
と
「
高
等
遊
民
」
―
社
会
問
題
化
す
る
知
識
青
年
層
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
五
〜
六
頁
。

（
２
） 
白
川
優
治
「
奨
学
金
制
度
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
み
た
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
制
度
的
意
義
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
六
九
四
号
、
二
〇
一
八
年
五

月
）
一
七
頁
。

（
３
） 

竹
内
洋
『
立
志
・
苦
学
・
出
世
―
受
験
生
の
社
会
史
』（
講
談
社
現
代
新

書
、
一
九
九
一
年
初
出
。
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
二
〇
一
五
年
）
第
五

章
、
同
上
『
立
身
出
世
主
義
〔
増
補
版
〕
―
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲

望
』（
一
九
九
七
年
初
出
。
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
七
章
。

（
４
） 

「
言
論
：
学
生
貸
与
制
度
及
苦
学
生
問
題
（
上
）」（『
萬
朝
報
』〔
以
下

『
萬
朝
』〕
一
九
〇
二
年
一
二
月
五
日
付
朝
刊
一
面
）。

（
５
） 

前
掲
竹
内
著
、
Ｅ
・
Ｈ
・
キ
ン
モ
ン
ス
『
立
身
出
世
の
社
会
史
―
サ
ム
ラ

イ
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
』（
一
九
八
一
年
初
出
。
玉
川
大
学
出
版
部
、

一
九
九
五
年
）、
広
田
照
幸
「
立
身
出
世
の
夢
と
現
実   
変
わ
り
ゆ
く
青

少
年
の
進
路
」（
小
風
秀
雅
編
『
日
本
の
時
代
史
二
三   
ア
ジ
ア
の
帝
国

国
家
』
二
〇
〇
四
年
所
収
）
な
ど
。

（
６
） 

藤
野
裕
子
『
都
市
と
暴
動
の
民
衆
史 

東
京
・1

9
0
5-
1
9
2
3

年
』（
有
志

舎
、
二
〇
一
五
年
）
第
六
章
。

（
７
） 

大
門
正
克
「
農
村
か
ら
都
市
へ
―
青
少
年
の
移
動
と
「
苦
学
」「
独
学
」」

（
成
田
龍
一
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
９   

都
市
と
民
衆
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
所
収
）。

（
８
） 

裵
姈
美
「
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
総
督
府
の
留
学
生
政
策
」（『
日

韓
相
互
認
識
研
究
会
』
二
〇
一
三
年
三
月
）、
同
上
編
『
在
日
朝
鮮
人
留

学
生
資
料
』（
１
〜
３
、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
融
和
政
策
下
で
の
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面
）。
な
お
、
同
年
は
三
井
八
郎
右
衛
門
よ
り
一
万
円
が
当
該
制
度
に
寄

附
さ
れ
た
と
い
う
。

（
31
） 

「
両
人
共
苦
学
生
／
東
京
府
か
ら
学
資
を
補
給
せ
ら
る
青
年
」（
同
右
同
年

六
月
九
日
付
夕
刊
二
面
）。

（
32
） 

「
名
誉
の
補
給
生
／
四
氏
の
顔
触
」（
同
右
一
九
一
八
年
六
月
二
九
日
付
朝

刊
三
面
）。

（
33
） 

「
高
商
の
貸
費
生
は
／
今
年
か
ら
二
百
五
十
円
の
支
給
を
受
け
る
」（
同
右

同
年
三
月
一
七
日
付
夕
刊
二
面
）。

（
34
） 

「
理
想
的
の
苦
学
生
養
成
所
／
高
師
炊
事
部
長
伊
藤
謙
一
郎
（
寄
）」（『
読

売
』
一
九
一
四
年
七
月
一
五
日
付
朝
刊
三
面
）。

（
35
） 

「
女
の
苦
学
生
の
為
に
／
志
を
遂
げ
さ
せ
よ
う
と
す
る
針
友
会
仕
立
物
の

賃
金
で
自
活
の
道
を
立
て
」（
同
右
一
九
一
六
年
一
〇
月
二
八
日
付
朝
刊

四
面
）。

（
36
） 

「
電
車
交
差
点
美
談
／
苦
学
生
と
巡
査
」（『
萬
朝
』
同
年
九
月
一
五
日
付

夕
刊
二
面
）。

（
37
） 

「
模
範
少
年
の
卒
業
／
苦
学
力
行
全
科
満
点
の
成
績
犠
牲
の
念
強
き
評
判

の
孝
子
」（
同
右
同
年
九
月
二
九
日
付
朝
刊
三
面
）。

（
38
） 

「
結
婚
と
共
に
花
嫁
花
婿
苦
学
／
最
初
は
夫
が
稼
い
で
妻
に
貢
ぎ
後
に
は

妻
か
ら
補
助
」（
同
右
一
九
一
九
年
九
月
二
九
日
付
夕
刊
三
面
）。

（
39
） 

「
中
学
生
車
夫
／
苦
学
し
弟
を
通
学
さ
す
」（
同
右
同
年
一
〇
月
一
九
日
付

朝
刊
三
面
）、「
肉
体
の
労
働
に
超
越
し
て
精
神
的
に
満
足
す
る
迄
は
随
分

辛
か
つ
た
健
気
な
苦
学
生
」
同
上
一
九
二
〇
年
三
月
一
三
日
付
朝
刊
三

面
）。

（
40
） 
前
掲
伊
藤
著
、
一
〇
九
頁
。

（
41
） 

「
愛
国
苦
学
団
／
苦
学
奮
闘
の
自
助
的
青
年
」（『
読
売
』
一
九
一
五
年
四

二
一
年
）
一
三
頁
。

（
20
） 

前
掲
深
海
著
、
一
九
六
頁
。

（
21
） 
東
京
実
学
研
究
会
編
『
東
京
苦
学
成
功
法
』（
大
成
社
、
一
九
一
五
年
）

四
頁
。

（
22
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』（
第
二
巻
、
早

稲
田
大
学
、
一
九
八
一
年
）
六
五
九
頁
。

（
23
） 

「
米
屋
の
二
階
か
ら
三
人
合
格
」（『
萬
朝
』
一
九
一
七
年
一
二
月
一
一
日

付
朝
刊
三
面
）。
と
は
い
え
、
大
正
後
期
に
か
け
て
貸
間
が
払
底
す
る
と
、

「
素
人
で
貸
間
を
す
る
や
う
な
家
の
台
所
は
狭
く
殊
に
貸
家
貸
間
払
底
の

今
日
で
は
、
借
間
人
の
自
炊
は
喜
ば
ぬ
と
云
ふ
よ
り
は
、
自
炊
を
し
な
い

条
件
で
貸
間
を
す
る
と
云
ふ
」
状
況
だ
っ
た
と
も
い
う
（
前
掲
岡
田
著
、

一
三
〜
一
四
頁
）。

（
24
） 

前
掲
伊
藤
著
、
七
五
、
七
八
〜
七
九
頁
。

（
25
） 

高
信
峡
水
『
愛
へ
光
へ
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
二
二
年
）
一
二
六
頁
。

（
26
） 

前
掲
白
川
論
文
「
奨
学
金
制
度
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
み
た
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
制
度
的
意
義
」
一
七
頁
。

（
27
） 

文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
全
国
育
英
事
業
施
設
状
況
』（
一
九
一
九
年
）。

以
下
記
述
は
同
書
中
、「
各
府
県
育
英
事
業
施
設
状
況
一
覧
」「
帝
国
大
学

及
直
轄
諸
学
校
奨
学
金
一
覧
」
一
、
二
五
〜
二
九
頁
、「
各
府
県
育
英
施

設
状
況
」
六
〜
二
〇
頁
参
照
。

（
28
） 

岡
田
忠
彦
「
苦
学
生
の
最
大
福
音
／
新
た
に
学
費
給
与
の
道
開
く
」（『
学

生
』
第
七
巻
第
五
号
、
一
九
一
六
年
五
月
）
二
二
〜
二
三
頁
。

（
29
） 

「
選
抜
さ
れ
た
秀
才
／
記
念
費
を
支
給
さ
れ
て
渡
米
」（『
萬
朝
』
一
九
一

六
年
七
月
八
日
付
朝
刊
三
面
）。

（
30
） 

「
学
資
補
給
生
に
選
定
さ
る
」（
同
右
一
九
一
七
年
二
月
一
〇
日
付
朝
刊
三
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著
、
四
六
〜
四
九
頁
）。

（
51
） 

こ
れ
は
本
稿
で
初
め
て
提
示
す
る
筆
者
の
新
造
語
で
、
近
代
的
な
会
社
や

工
場
で
正
社
員
や
雇
な
ど
の
勤
務
を
し
な
が
ら
「
苦
学
」
す
る
青
少
年
を

指
す
も
の
で
あ
る
。
大
門
論
文
の
前
提
と
し
て
い
た
商
店
や
会
社
、
工
場

な
ど
に
勤
務
し
な
が
ら
夜
学
や
講
義
録
で
学
ぶ
大
正
期
の
苦
学
生
は
、
新

聞
・
牛
乳
配
達
や
お
で
ん
屋
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
明
治
期
の
苦
学

生
と
は
、
そ
の
性
質
・
様
相
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
竹
内
著
の
定
義
を
ふ
ま
え
、

「
庇
護
型
苦
学
」
↓
「
裸
一
貫
型
苦
学
」
↓
「
勤
労
型
苦
学
」
と
時
代
に

よ
る
苦
学
生
の
特
質
の
変
化
を
と
ら
え
た
い
。
な
お
、
戦
後
日
本
社
会
で

は
「
勤
労
青
年
」（
集
団
就
職
な
ど
で
都
市
の
町
工
場
な
ど
に
勤
め
な
が

ら
夜
学
に
通
う
青
少
年
）
が
膨
大
に
出
現
す
る
が
こ
れ
は
そ
の
前
史
で
あ

る
。「
勤
労
青
年
」
に
つ
い
て
は
、
福
間
良
明
『「
勤
労
青
年
」
の
教
養
文

化
史
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。
戦
前
戦
後
の
苦
学
生
を

通
観
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
福
間
著
の
拙
稿
書
評
が
近
刊
予
定
。

（
52
） 

文
部
省
編
刊
『
全
国
育
英
事
業
概
況   

社
会
教
育
叢
書
第
十
二
輯
』（
一

九
二
六
年
）。
以
下
同
書
の
記
述
は
二
八
〜
二
九
、
四
六
〜
四
七
、
五
四

頁
参
照
。

（
53
） 

日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
大
学
百
年
史
』（
第
二
巻
、
日

本
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
一
編
第
二
章
参
照
。

（
54
） 

鶴
岡
一
雄
「
十
年
前
実
行
せ
る
私
の
苦
学
生
活
法
」（『
苦
学
生
の
友
』
第

一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
五
月
）
六
頁
。

（
55
） 
小
林
昌
樹
編
・
解
題
『
出
版
社
調
査
事
典
―
昭
和
戦
前
期
』（
一
九
三
三

年
初
出
。
二
〇
一
七
年
復
刻
版
）
七
三
、
一
〇
一
頁
。

（
56
） 

「
苦
学
せ
ん
と
す
る
諸
君
に
与
ふ
」
前
掲
『
苦
学
生
の
友
』
四
頁
。

月
四
日
付
朝
刊
七
面
）。

（
42
） 

「
牛
乳
と
苦
学
生
／
成
功
し
た
九
人
昨
夜
の
感
謝
式
」（
同
右
一
九
一
七
年

三
月
二
七
日
付
朝
刊
五
面
）。

（
43
） 
「
学
資
を
貸
し
て
苦
学
生
を
養
成
す
／
小
池
氏
の
篤
志
」（『
東
京
朝
日
新

聞
』﹇
以
下
『
東
朝
』﹈
同
年
八
月
三
日
付
朝
刊
五
面
）。

（
44
） 

「
十
五
名
に
学
資
給
与
／
何
等
の
条
件
も
な
く
補
給
者
の
名
も
秘
す
」（『
萬

朝
』
一
九
一
八
年
七
月
二
五
日
付
朝
刊
三
面
）。

（
45
） 

「
学
生
に
給
費
／
条
件
な
し
で
人
格
の
人
胆
あ
る
者
十
五
名
乃
至
二
十
名

へ
」（
同
右
同
年
九
月
二
七
日
付
朝
刊
三
面
）。

（
46
） 

細
野
生
「
学
生
相
談
所
よ
り
」（『
力
行
世
界
』
第
一
八
六
号
、
一
九
二
〇

年
三
月
一
日
付
三
面
）。

（
47
） 

「
給
料
取
り
と
苦
学
生
の
求
職
者
が
殖
え
た
／
府
の
職
業
紹
介
所
へ
の
申

込
み
が
毎
日
三
十
四
五
名
も
あ
る
」（『
萬
朝
』
同
年
八
月
一
〇
日
付
朝
刊

三
面
）、「
急
に
殖
え
て
来
た
苦
学
生
の
求
職
者
／
休
暇
明
け
の
九
月
に
入

つ
て
か
ら
各
紹
介
所
と
も
大
繁
盛
」（
同
上
同
年
九
月
一
三
日
付
夕
刊
二

面
）。

（
48
） 

大
生
川
『
最
新
東
京
苦
学
案
内
』（
教
成
社
、
一
九
二
〇
年
）
三
五
頁
。

（
49
） 

鎌
田
熊
浩
『
立
身
策
と
苦
学
案
内
』（
博
信
舎
、
一
九
二
三
年
）
三
〇
〜

三
一
頁
。

（
50
） 

例
え
ば
夕
刊
売
り
は
、「
東
京
市
内
に
是
等
夕
刊
売
の
親
分
と
称
す
る
者

が
五
人
居
る
。
そ
し
て
そ
の
親
分
と
云
ふ
の
は
、
各
自
そ
の
縄
張
が
あ
つ

て
、
昔
日
の
博
徒
の
親
分
乾
分
と
少
し
も
変
り
は
な
い
〔
中
略
〕
親
分
と

云
ふ
の
は
、
馬
場
、
富
田
、
藤
井
、
田
宮
、
前
田
と
云
ふ
五
人
で
あ
る
」

と
売
子
を
監
督
、
縄
張
り
を
巡
回
し
、
売
子
は
一
日
平
均
一
〇
〇
枚
以
上

得
る
。
三
〇
〜
四
〇
銭
で
親
分
に
三
分
を
か
す
ら
れ
て
い
た
（
前
掲
深
海
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後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

（
65
） 

昭
和
初
期
の
苦
学
生
に
つ
い
て
は
、
末
富
芳
「
貧
乏
帝
大
生
は
ど
れ
く
ら

い
い
た
か
？
―
昭
和
初
期
学
生
生
活
調
査
に
お
け
る
「
苦
学
生
二
割
五
分

説
」
の
検
証
」（『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
八
三

号
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

※　

 

脱
稿
後
、
伊
東
達
也
『
苦
学
と
立
身
と
図
書
館
―
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
と
近
代
日
本
』（
青
弓
社
、
二
〇
二
〇
年
）
に
接
し
た
。
同
書
は
大
正

中
期
に
図
書
館
利
用
者
と
し
て
の
苦
学
生
の
学
習
の
困
難
さ
を
指
摘
し
て
い

る
。
苦
学
生
の
学
習
環
境
の
変
化
と
合
わ
せ
て
苦
学
生
活
の
内
実
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
57
） 

現
在
、
浅
井
町
大
日
比
野
字
北
流
に
大
日
比
野
町
内
会
が
二
〇
〇
三
年
に

建
立
し
た
井
口
唯
志
の
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
に
は
、
井
口
が
「
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
小
説
・
随
筆
の
分
野
で
活
躍
し
た
」
こ
と
、「
日

本
大
学
に
学
」
ん
だ
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
井
口
の
著
作
集
は
、
遺
族

の
井
口
も
と
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
白
蛾
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
三
年
）

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
58
） 

鶴
岡
一
雄
「
苦
学
生
諸
君
に
告
ぐ
」
前
掲
『
苦
学
生
の
友
』
三
頁
。

（
59
） 

「
謹
告
」
同
右
七
頁
。

（
60
） 

前
掲
大
門
論
文
「
農
村
か
ら
都
市
へ
」
一
八
三
頁
。

（
61
） 

「
広
告   

苦
学
成
功
」（『
東
朝
』
一
九
二
三
年
四
月
一
二
日
付
夕
刊
二

面
、
同
上
四
月
二
九
日
付
夕
刊
三
面
）
な
ど
。

（
62
） 

「
教
務
上
種
々
な
る
不
便
に
鑑
み
苦
学
調
査
施
行
決
定
」（『
日
本
大
学
新

聞
』
第
六
四
号
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
五
日
付
二
面
）。

（
63
） 

「
苦
学
調
査
に
就
い
て
」
同
右
一
面
。

（
64
） 

昭
和
初
期
の
事
例
と
し
て
、
戦
後
日
本
共
産
党
員
で
古
書
店
開
業
者
で

あ
っ
た
水
島
雄
造
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
日
本
大
学
夜
間
部
に
籍
を

置
き
、
東
京
雑
誌
社
で
図
書
の
配
達
員
を
し
て
い
た
。
学
内
で
反
戦
運
動

を
、
職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
て
い
た
が
、「
運
動
部
の
学
生
達
は
学

校
を
背
景
に
わ
れ
わ
れ
を
妨
害
し
始
め
た
。
始
め
進
歩
的
だ
っ
た
教
授
も

孤
立
し
、
主
な
る
も
の
が
検
挙
さ
れ
る
と
、
学
生
た
ち
は
用
心
深
く
動
か

な
く
な
っ
た
」
と
し
、「
学
校
で
の
反
戦
活
動
は
殆
ん
ど
望
み
薄
に
な
っ

た
」
と
し
「
大
学
も
辞
め
、
非
合
法
の
職
業
活
動
家
と
し
て
他
の
二
人
の

友
と
地
下
に
潜
行
し
た
」
と
い
う
（
水
島
雄
造
『
水
島
雄
造
遺
稿
集
―
暗

い
谷
間
の
記
憶
』
書
林
堂
、
一
九
九
四
年
、
一
四
七
頁
）。
こ
う
し
た
事

例
を
史
料
批
判
と
と
も
に
大
学
史
の
中
に
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
は
、
今
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